











『イギ リスの社会 とデザイ ン モ リスとモダニズムの政治学』
彩流社2005年
太田喬夫
本書 は,19世紀か ら20世紀前半 を中心 とす
るイギ リスの近現代デザイ ン史 を扱 った研究
書で,注 や文献 表を含 める と472頁に も及 ぶ
大著 であ る。
デザイ ン史研 究は,従 来,装 飾的 デザイ ン
や手仕事 か ら機械 に象徴 される簡素な抽象形
態 のモダニズムへ向か って進化す るという単
線進化論型 や美術史 に準 じた著名 デザ イナー
の系譜(た とえばペヴスナーの 『モダ ン・ムー
ヴメ ン トのパ イオニ アたち』)が主流 であ っ
たといえ るが,今 日では,ポ ス トモダ ンの動
きやニ ューアー トヒス トリーの動向 に合わせ
てジ ェンダー,ポ ス トコロニ アル,文 化人類
学,カ ルチュラル ・スタディーズな ど,さ ま
ざまな視点 か ら,多 様な アプローチが試 み ら
れている。 そのなかで本書 は,デ ザイ ン史研
究 の新 しい一つ のモデルを呈示 した野心 的な
著作で ある。本書 は,現 地での一次 資料 の綿
密 な調査 ・読解 を基礎 に,デ ザイ ンの母体,
背景 とな る産業,社 会,政 治 との連 関を綿密
に考察 しようと して いる。また,ナ ショナ リ
ズムとデザ イ ンという,扱 い方によ っては難
しい問題 を穏当なバ ランス感覚を示 して,的
確 にア プローチ して いる。
「イギ リスは(産 業)デ ザイ ン・コンプレッ
クスを持 った国」 という前提 か ら本書 のデザ
イ ン史の物語は始 まる。 イギ リスは,最 初 に
産業革命 を経験 し,ま た,「ウ ィ リア ム ・モ
リス」 や 「ヴィク トリア ・ア ン ド・アルバ ー
ト博物館」,さ らには 「ウェ ッジウ ッ ド」 と
い った ものを生 みだ した ことか ら,工 芸デザ
イ ンの先進 国の一 つ と思 われがちだが,よ く
見 れば,デ ザイ ン ・コンプ レックスに長 く悩
んで きた国だ とい うわけである。一般的な見
方 と実状 との このギ ャップの成立 と展開が,
本書の 目指 す ものだ と思 われ る。手仕事 と職
人の クラフ トの伝統 は根強 いが,ド イ ツ工作
連盟やバウハウスのような機械 による大量生
産 やイ ンターナ ショナル な機能主義造形デザ
イ ンには,弱 い。 この両者の戦い,せ め ぎあ
いの過程 が,極 めて綿密な文献調 査に よって
明 らかにされている。
本書 は,第1部 デザ イン ・コンプ レック
スの国イギ リス,第2部 アーツ ・ア ン ド・
クラフツとモダニ ズムの はざまで,第3部
国家 とデザ イ ン,第4部 ウィ リアム ・モ リ
スの遺産,の4部 か らな る。 第1部 では,大
英博覧会(1851)やパ リ万博(1855)などで
イギ リスのデザ インが酷評 された ことか ら,
コンプ レックスの意識が強ま り,そ の克服 の
過程 で,モ リスが 「よき趣味」 の指導者 とし
て登場す る。 ヴィク トリア朝 の装飾 デザイ ン
の 「悪趣味」 「キ ッチ ュ」 に代 わ って,モ リ
スにおいて,イ ギ リスのナ シ ョナル ・スタイ
ル が形成 された とい う。 第2部 では,モ リス
没後 のモ リス商会 によるアーツ ・ア ン ド・ク
ラフツ運動 とモ ダン ・デザイ ン運動,あ るい
はモダニ ズムとの対立あ るいは共生 の過程 を
扱 う。第3部 で は,万 博 をは じめ とす る国際
展で のイギ リスのデザイ ンの展示 の問題 が扱
われ る。国家 とデザイ ンの関係 に焦点 を当て,
国家がモダ ン ・デザイ ンに介入 し,こ れを体
制化 してい く過程が明 らかに される。第4部
で は,モ リスが文化 的遺産 となる過程 を,モ
リスの 自宅 であ った レッ ド・ハ ウスの受容 の
歴史 に即 して,ナ シ ョナル ・トラス トとヘ リ
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テー ジ産業の視点か ら考察す る。
以下,書 評 士がお もしろいと思 った点,問
題 と考えた点をい くつ か列挙 して おきたい。
1.「デザイ ンの デザ イ ン」 と も[デ ザイ
ンの演出]と もいえる 「展示」が本書の別の
意味での 中心 テーマである と思 う。 アー トも
そうであ るが,人 は ものを作 り表現す るが,
作 られた り表現 された ものは何 らかの場,空
間において,あ るいは何 らかのメディアを介
して,何 らかの他者 に見 られる。作者や国家
は,見 て貰いたいという欲望を潜在的にももっ
てい るものだ。「展示」 は,ク ラフ ト及 びデ
ザイ ンを制作者か ら消費者 ・受容者 に媒介す
る場で あ り,デ ザイ ンが社会的意義 を有す る
具体的場であ る。 したが って展示 は,政 治学,
地域性,美 学 とい うもの と結 びつ く。展示そ
の ものは作品 とは違い,モ ノと して残 らない
ので その評価,意 義は,デ ザイ ン史 において
も従来,十 分究明 されて こなか ったといえ る。
しか し,展 示現象 は,近 代及 び美 的モダニズ
ムにとって本質的な行為 であ り,社 会的出来
事 で もある。 ミュー ジアムやエク シビシ ョン,
ショール ーム,さ らには個人住宅 のモデルハ
ウスや室 内空間等,そ れぞれの成立理 由をデ
ザイ ン史 の中で問 うことは,重 要 だと思 う。
ある意味,極 めて私的な空 間 としての趣味の
空 間が,田 園生活のユー トピア空 間か ら,今
日では,ヘ リテー ジ産 業 と結 びついた文化遺
産的空間 に拡大 してい るところが,お も しろ
い。少 し詳 しく見れば,趣 味空間(室 内 一
他人 に見せ るため の展示空 間で もある)と 工
房(ワ ークシ ョップ,教 育 と創造の連携 の場)
か ら出発 し,理 想 の住 まい(顧 客 に疑似体験
させ るため,絵 画,彫 像,工 芸 品をセ ッ トで
展示。1908年にロ ン ドンで 「理想 の住 まい」
展が開かれる。初 のモデルハ ウスの展示場)
や百貨店のシ ョールームや ショー ・ウィンドー
を経 て,万 博会 場 やナ シ ョナル ・トラス ト
(レッ ド ・ハ ウス とい うデザイ ンのヘ リテ ー
ジ。 ひ とつ の恒久展示空 間)へ 至 るプロセ ス
を追 うことが出来 る。 ロン ドンに1989年開館
した,「デザイン ・ミュージアム」 もヘ リテー
ジの性格 を強 く帯 びる。 その対極 は,絶 えず,
仮 設での最新 の商品を販売 目的で行 う展示,
た とえば,国 際的な シ ョー,メ ッセで あると
いえ る。
2.1930年代 のイギ リスで,モ ダニ ズムが,
主 に ドイツの亡命芸術家 ・デザイナーを受 け
入 れ ることによって,強 ま った という指摘 は,
お もしろい。 これ との関連 で特 に第9章 が興
味深か った。 ここに ドイツ工作連盟 およびバ
ウハ ウス的モダニ ズムが,ラ イマ ン産業 ・商
業美術 学校 の展示デザイ ンに反映 され,イ ン
グ リッシュ的モダ ンな展示 デザイ ンが成立す
ることが解 明された。 ライマ ン ・スクールの
成果は,30年代 に世界的に も展示 デザ イ ンの
理 論 と実践 が注 目され るようにな った(キ ー
ス ラー,リ シツキー,バ イヤー ら)動 向の一
環 と して捉 えることが出来 る。
3.問 題点 のひとつは,著 者 も指摘 して い
るが,イ ギ リス,イ ングリッシュネス概念で
あ る。 「イギ リス とい うのは,い わば想像 の
共同体 である」。 グラス ゴー,ス コッ トラ ン
ド,北 アイルラ ン ドな どでのデザイ ンの近代
化 との違いは,や はり気 にな る。
4.問 題点 を一つ:18世紀 に趣 味の概念が
イギ リスにおいて深 まった ことは,近 代美学
史で周知のこ とであるが,こ の概念 は,よ り
深 い考察を必要 と してい るよ うに思 う。純粋
芸術 よ りも工芸 デザ インの分 野でよ り重視 さ
れたのか どうか。 当時のイギ リスの美学 ・哲
学 と工芸デザイ ンとの関係は,ど うであった
のか。趣味概念 は,現 在で もイギ リスで有効
なのか。 ドイツの近代化 との比較 で,趣 味概
念 は興味深い し,問 題で あ り続け る。
な お,本 書は,利 光功 によって も書評 され
て いる(『デザイ ン史学』第4号2006)。
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